
津島神社

拝殿
所在地 愛知県津島市神明町1
位置 北緯35度10分41.65秒

東経136度43分7.13秒
主祭神 建速須佐之男命
社格等 旧国幣小社

別表神社
創建 欽明天皇元年（540年）
本殿の様式 尾張造
例祭 6月15日
主な神事 津島天王祭（7月第4土曜日）
地図

津島神社

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

津島神社（つしまじんじゃ）は、愛知県津島市
にある神社である。社格は国幣小社で、現在は
神社本庁包括の別表神社。

建速須佐之男命を主祭神とし、大穴牟遅命（大
国主）を相殿に祀る。当社は東海地方を中心に
全国に約3千社ある津島神社・天王社の総本社
であり、その信仰を津島信仰という。

中世・近世を通じて「津島牛頭天王社」（津島
天王社）と称し、牛頭天王を祭神としていた。

東海道名所図会に、津島牛頭天王と記載され
る。
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座標: 北緯35度10分41.65秒 東経136度43分7.13秒
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尾張津島天王祭

外部リンク

社伝によれば、建速須佐之男命が朝鮮半島から日本に渡ったときに荒魂は出雲国に鎮まっ
たが、和魂は孝霊天皇45年（紀元前245年）に一旦対馬（旧称 津島）に鎮まった後、欽明
天皇元年（540年）旧暦6月1日、現在地近くに移り鎮まったと伝える。弘仁9年（810年）
に現在地に遷座し、嵯峨天皇より正一位の神階と日本総社の称号を贈られ、正暦年間
（990年～994年）には一条天皇より「天王社」の号を贈られたと伝えられる。しかし、延
喜式神名帳には記載されておらず、国史にも現れない。年代が明確な史料では、承安5年
（1175年）の名古屋七寺蔵・大般若経奥書に名前が見えるのが最初であり、実際には藤原
摂関時代の創建と見られる。国内神名帳考異稿（元本・貞治年本国帳：南北朝）には、貞
治本にはその名前が見えず、元亀本他に依拠するとする。正一位上津嶋牛頭天王。

東海地方を拠点とした織田氏は勝幡城を近辺に築き、経済拠点の津島の支配を重要視し
て、関係の深い神社として崇敬し、社殿の造営などに尽力した。織田氏の家紋の木瓜紋は
津島神社神紋と同じである。豊臣氏も社領を寄進し社殿を修造するなど、厚く保護した。
江戸時代には尾張藩主より1293石の神領を認められ、後に幕府公認の朱印地となった。厄
除けの神とされる牛頭天王を祀ることから、東海地方や東日本を中心に信仰を集め、各地
に分社が作られた。津島市の市名はこの津島神社の門前町が発祥である。

明治の神仏分離の際、建物・祭事などにおけるあらゆる仏教的な要素は廃され、祭神を建
速須佐之男命とし、社名から牛頭天王の名を外して津島神社としたが、いまも「津島の天

王さま」と呼ばれ、全国約3000社の天王信仰の総本社である[1]。明治6年（1873年）に県
社に列格し、大正15年（1926年）に国幣小社に昇格した。神社のすぐそばに天王川公園が
ある。公園の中央には楕円形の池があるが、これは、江戸時代まで町の中を流れていた佐
屋川が木曽三川分流工事のさい、洪水対策で廃川となり、その支流・天王川もせき止めら
れたものである。牛頭天王は排斥されたが、神社の祭りは尾張津島天王祭として、今も
「天王」の名が残っている。

◾ 七草祭（旧正月7日間）

◾ 祈年祭（3月17日）

◾ 例祭（6月17日）

◾ 天王祭車楽舟行事：国の重要無形民俗文化財（指定名
称は「尾張津島天王祭の車楽舟行事」、1980年1月28
日指定）[2][3]

◾ 津島祭（7月第4土曜、日曜）

◾ 新嘗祭（11月23日）
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彌五郎殿社

八柱社

柏樹社

居森社

◾ 彌五郎殿社（國玉神社） 

◾ 祭神：大穴牟遅命、武内宿禰命

◾ 八柱社（八王子社） 

◾ 祭神：五男三女御子神

◾ 荒御魂社（蛇毒神社） 

◾ 祭神：建速須佐之男命荒御魂

◾ 柏樹社（柏宮、柏社） 

◾ 祭神：建速須佐之男命奇御魂

◾ 和御魂社（蘇民社） 

◾ 祭神：建速須佐之男命和御魂

◾ 居森社 

◾ 祭神：建速須佐之男命幸御魂

◾ 稲荷社 

◾ 祭神：宇迦之御魂神

◾ 多賀社 

◾ 祭神：伊邪那岐命

◾ 塵社 

◾ 祭神：聖神

◾ 熊野社 

◾ 祭神：伊邪那美命

◾ 久斯社 

◾ 祭神：少名毘古那神

◾ 庭津日社 

◾ 祭神：庭津日神

◾ 龍田社 

境内摂社

境内末社
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稲荷社

忍穂耳社（左）

橋守社、愛宕社

照魂社

◾ 祭神：支那津比古命

◾ 忍穂耳社（星宮） 

◾ 祭神：正哉吾勝々速日天忍穂耳命

◾ 戸隠社 

◾ 祭神：手力雄命

◾ 内宮 

◾ 祭神：天照大神

◾ 多度社 

◾ 祭神：羽山戸神

◾ 船付社 

◾ 祭神：庭高津日神

◾ 外宮 

◾ 祭神：豊宇気比売命

◾ 大社 

◾ 祭神：大山咋命

◾ 児之社 

◾ 祭神：若年神

◾ 米之社 

◾ 祭神：宇迦之御魂神

◾ 熱田社 

◾ 祭神：日本建命

◾ 大歳社 

◾ 祭神：大年神

◾ 愛宕社 

◾ 祭神：迦具土神

◾ 橋守社（橋姫社） 

◾ 祭神：猿田彦命

◾ 秋津比咩社 
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菅原社

参集殿

楼門前の石橋

◾ 祭神：速秋津比売命

◾ 滝之社 

◾ 祭神：弥豆麻岐神

◾ 大屋津姫社 

◾ 祭神：大屋津比売命

◾ 若宮社 

◾ 祭神：尹良親王

◾ 大国玉社 

◾ 祭神：宇都志国玉命

◾ 稲田社 

◾ 祭神：櫛名田比売命

◾ 照魂社 

◾ 祭神：国事殉難者

◾ 菅原社 

◾ 祭神：菅原道真公

◾ 疹社 

◾ 祭神：建速須佐之男命和御魂

◾ 大日孁社 

◾ 祭神：大日孁貴命

◾ 竈社（三寶荒神社） 

◾ 祭神：天知流迦流美豆比売命、奥津比売神、奥津比古神

◾ 山祇社 

◾ 祭神：大山津見命

◾ 八剣社 

◾ 祭神：須佐之男命荒御魂

◾ 大土社 

境外末社
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本殿

楼門

南門

◾ 祭神：大土御祖神

◾ 本社末社：石神社

◾ 本社末社：琴平社 

◾ 祭神：大物主命

◾ 堤下社（金燈篭社） 

◾ 祭神：須佐之男命奇御魂

◾ 市神社 

◾ 祭神：大市比売命、大歳神、宇迦之御魂神

◾ 津島神社本殿 - 重要文化財（建造物）、1920年（大
正9年）4月15日指定[4][5]

◾ 慶長10年（1605年）、松平忠吉の妻政子により寄
進される。

◾ 津島神社楼門 - 重要文化財（建造物）、1958年（昭
和33年）5月14日指定[6][7]

◾ 天正19年（1591年）、豊臣秀吉により寄進され
る。

◾ 太刀[8]（銘真守）伯耆国の刀工大原真守の作

◾ 剣[9]（銘長光）備前国の刀工長船長光の作

◾ 尾張津島天王祭の車楽舟行事

◾ 津島神社南門[10]

◾ 慶長3年（1598年）、豊臣秀頼により父秀吉の病
気平癒を祈願して寄進される。

◾ 津島神社拝殿等[11]

文化財

重要文化財（国指定）

重要無形民俗文化財（国指定）

愛知県指定有形文化財
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◾ 石造狛犬[12]

◾ 鉄燈篭[13]

◾ 津島神社文書[14]

◾ 津島神社のイチョウ[15]

◾ 名鉄津島線・尾西線 津島駅下車、徒歩15分

1. ^ 津島神社HP「由緒」 (http://tsushimajinja.or.jp/story.html) 2017年5月7日閲覧 
2. ^ “尾張津島天王祭の車楽舟行事 

(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/minzoku/mukeiminzoku/
kunisitei/0790.html)”. 愛知県. 2013年4月19日閲覧。 

3. ^ “国指定文化財等データベース「津島神社の天王祭」 
(http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp)”. 文化庁 (1967年3月). 2013年
5月11日閲覧。 

4. ^ “津島神社本殿 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/kunisit
ei/0020.html)”. 愛知県. 2013年4月19日閲覧。 

5. ^ “国指定文化財等データベース「津島神社本殿」 
(http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp)”. 文化庁 (1920年4月15日). 
2013年5月11日閲覧。 

6. ^ “津島神社楼門 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/kunisit
ei/0048.html)”. 愛知県. 2013年4月19日閲覧。 

7. ^ “国指定文化財等データベース「津島神社楼門」 
(http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp)”. 文化庁 (1958年5月14日). 
2013年5月11日閲覧。 

8. ^ “太刀〈銘真守〉 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kougei/kunisitei/04
35.html)”. 愛知県. 2013年4月19日閲覧。 

9. ^ “剣　〈銘長光〉 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kougei/kunisitei/04
42.html)”. 愛知県. 2013年4月19日閲覧。 

愛知県指定天然記念物
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10. ^ “津島神社南門 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/kensit
ei/0101.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

11. ^ “津島神社拝殿等 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/kensit
ei/0110.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

12. ^ “石造狛犬 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/choukoku/kensitei/
0331.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

13. ^ “鉄燈篭 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kougei/kensitei/05
06.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

14. ^ “津島神社文書 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/shoseki/kensitei/07
02.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

15. ^ “津島神社のイチョウ 
(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/kinenbutu/tennen/kensite
i/0992.html)”. 愛知県. 2013年5月23日閲覧。 

◾ 安津素彦・梅田義彦編集兼監修者『神道辞典』神社新報社、1968年、39頁

◾ 白井永二・土岐昌訓編集『神社辞典』東京堂出版、1979年、230-231頁

◾ 上山春平他『日本「神社」総覧』新人物往来社、1992年、134-135頁

◾ 宝寿院 - 元神宮寺

◾ 素盞嗚神社

◾ 全国天王総本社 津島神社 【公式ホームページ】 (http://tsushimajinja.or.jp/)

◾ 津島神社のしるべ (http://www.clovernet.ne.jp/~m_hotta/)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=津島神社&oldid=79920692」から取得

最終更新 2020年10月10日 (土) 08:57 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
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テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される
場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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